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矢川神社七夕まつり　

10年ぶりに女性が

手筒花火を奉納

「広報こうか」のどこかに

忍者たぬきが1人隠れているよ。

隠れた忍者を探して家族や

友達のみんなに自慢しよう。

隠れた忍者を探して！

C O N T E N T S

無料アプリ
「マチイロ」で
広報こうかを

ご覧いただけます！マチイロ

甲賀市をもっと好きになるアプリ
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あい甲賀  いつもの暮らしに「しあわせ」を感じるまち



基本

構想

基本計画

実施計画

総合計画の構成

まちづくりの基本理念や本市がめざす

未来の姿などをまとめたもの（12年間）

基本構想実現のための主な施策をまとめたもの

（前期・中期・後期として策定。各４年間）

基本計画推進のため、実施予定の主な事業  

をまとめたもの

（前期・中期・後期として策定。各４年間）

甲賀市はセカンドステージへ！

〜オール甲賀で未来につなぐ〜

第２次

甲賀市総合計画

決まる

平成29年8月1日 平成29年8月1日

　 未来像　

　 地域経営と協働　

第
２
次
甲
賀
市
総
合
計
画

と
は

総
合
計
画
は
ま
ち
づ
く
り
を
総
合
的
か

つ
計
画
的
に
進
め
て
い
く
た
め
の
、
ま
た
、

地
域
経
営
の
た
め
の
最
上
位
の
計
画
で
す
。

市
で
は
平
成
19
年
に
最
初
の
総
合
計
画

を
策
定
し
、
今
回
が
第
２
次
と
な
り
ま
す
。

甲
賀
市
ま
ち
づ
く
り
基
本
条
例

に
基
づ
く
総
合
計
画

市
で
は
、
市
民
、
議
会
、
市
行
政
が
連
携
、
協

力
し
て
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
く
た
め
に
「
ま
ち

づ
く
り
基
本
条
例
」
を
制
定
し
て
い
ま
す
。
第
２
次

甲
賀
市
総
合
計
画
は
こ
の
条
例
に
基
づ
く
初
め
て

の
計
画
と
し
て
、
市
民
等
に
よ
る
総
合
計
画
審
議

会
を
中
心
に
、
自
治
振
興
会
、
区
・
自
治
会
、
子

ど
も
議
会
Ｏ
Ｂ
、
市
民
意
識
調
査
な
ど
、
多
元
・

多
層
の
市
民
の
皆
さ
ん
に
広
く
意
見
を
い
た
だ
き

な
が
ら
、
策
定
を
進
め
て
き
ま
し
た
。
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あい甲賀　いつもの暮らしに「しあわせ」を感じるまち

12年後のまちや人の姿

○ 誰もが生きがいをもって、健康で安心して暮らし、もし誰かが不幸に苦しむことがあれば、  

まわりから温かい手が差し伸べられます。

○誰かが新たなチャレンジに挑むときには、力強い応援が寄せられます。

○「住み心地」や「稼ぐ力」を高め、市民であることに「幸福」や「誇り」を感じています。

○ 甲賀市を「選ぶ」人や企業が世界中から集まり、若者が住み続けたいと思い、新しい家族が  

生まれ、子どもの声があふれています。

人口フレーム

平成40年（2028年）に人口87,000人

　人口減少と少子高齢化がこれまでと同様に推移した場合、平成40

年（2028年）の人口は83,000人と推計されています。まずは、転出

傾向にある社会動態を速やかに転入と均衡させることをめざします。

都市構造

暮らしをつなぎ、地域を  

未来につなぐ  

―多様性を活かしたネット

ワークづくり―

　地域ならではの歴史や文化、

住民の「多様な個性」を活かす

ため、都市構造の再構築を図

ります。

① 土地利用の再編（見直し）・

調和のとれたまちづくり

② 日常生活と都市機能を支える

地域拠点づくり

③ 暮らしを支える交通ネット

ワークの確保

持続可能な地域経営
　多様な主体による地域づくりをめざ

し、自主財源の確保や規制緩和に取り

組むなど、地方分権や地域内分権に対

応した自立的な経営を確立します。

策定過程で、市民意識調査を行いました
　調査結果によるまちづくりの重要度と満足度を踏まえ、

計画を策定しました。

対話による協働の推進
　地域づくりのあらゆる場面で、市民、

企業、事業所、議会および行政が、連

携、協力する「対話による協働」を推進

し、チャレンジする市民の「行動力」を

応援します。

93,853 人93,853 人

90,901 人90,901 人

83,000人83,000人

87,000人87,000人

人口減少を止める！
平成40年（2028年）に人口87,000人

第２次甲賀市総合計画
統計による

推計人口

×
攻め（積極策）

急激な人口減少を緩やかに！

守り（調整策）

人口減少に備えたまちを創る！
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市民意識調査の結果（まちづくりの重要度と満足度）

重要度
高い

重要度
低い

満足度
高い

満足度
低い 正の値の平均値負の値の平均値

学校教育学校教育

住宅・生活環境住宅・生活環境

環境保全環境保全

上下水道上下水道

景観景観

歴史歴史

循環型社会・低炭素社会循環型社会・低炭素社会

市民活動と協働市民活動と協働

観光観光 行財政運営行財政運営

商業・工業商業・工業

就労就労

道路道路

地域福祉地域福祉

地場産業地場産業

障がい福祉障がい福祉

保健・医療保健・医療

高齢福祉高齢福祉

交通交通

農林・畜産水産業農林・畜産水産業

社会福祉（保障）社会福祉（保障）
人権尊重人権尊重

市街地市街地

生涯学習・文化・スポーツ生涯学習・文化・スポーツ

子ども・子育て子ども・子育て

防災・安全防災・安全

重要度に見合った満足度が

得られていないのは

「交通」「就労」「道路」

「高齢福祉」「保健・医療」
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　甲賀市誕生直後に策定された甲賀市総合計画は、平成 28 年度で計画期間の終期を迎えました。同計画では、旧５

町の一体感の醸成などへの取り組みを始め、合併直後から、本市の基盤構築のため、各種の事業を展開してきました。

　市では、平成 27 年度から新たなまちづくりの目標となる第２次甲賀市総合計画の策定に着手し、このほど市議

会で議決され、平成 40 年度までの本市の羅針盤となる第２次総合計画が決定しました。これまでにない多くの市

民の皆さんからのご意見をお伺いしながら計画を策定し、今、オール甲賀によるまちづくりに向けて甲賀市のセ

カンドステージが動き出しました。



平成29年8月1日 平成29年8月1日

　 まちづくりの大綱　3

オ
ー
ル
甲
賀
の
取
り
組
み

基
本
計
画
で
は
、
平
成
32
年
度
ま
で
の
集
中
的

な
取
り
組
み
と
し
て
「
オ
ー
ル
甲
賀
で
未
来
に
つ

な
ぐ
！
チ
ャ
レ
ン
ジ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
を
定
め
て

い
ま
す
。

「
オ
ー
ル
甲
賀
」
と
は
市
民
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
（
自
治
振
興
会
、
区
・
自
治
会
）
、
市
民
活
動

団
体
、
民
間
事
業
者
（
企
業
、
農
業
者
、
金
融
機

関
な
ど
）
の
多
く
の
皆
さ
ん
に
協
力
を
い
た
だ
き
、

市
民
の
活
力
を
最
大
限
に
活
か
す
ム
ー
ブ
メ
ン
ト

の
こ
と
で
す
。
と
も
に
人
口
減
少
に
立
ち
向
か
い
、

持
続
可
能
な
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
ま
し
ょ
う
。

　
　
　

 

政
策
推
進
課

 
 

　
　
　

 

TEL

６
９

-

２
１
０
５　

FAX

６
３

-

４
５
５
４

問合せ

経済活動 私的活動

事業者 市民

まちづくり

行政に
できることは
これだけ…。

オール甲賀の取り組みの概念図

行政

オール甲賀の取り組み

民間委託等 市民協働

▲

▲

 

総合計画審議会

委員による市内視察
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新
し
い
総
合
計
画
の
策
定
に
あ
た
っ
て
は
、
こ
れ
ま
で
に
な
い
多
く
の
市
民

の
皆
さ
ん
の
参
画
に
よ
り
、
さ
ま
ざ
ま
な
ご
意
見
を
い
た
だ
き
な
が
ら
、
検
討

を
重
ね
て
き
ま
し
た
。

　
市
民
一
人
ひ
と
り
が
思
い
描
く
未
来
の
ま
ち
の
姿
や
こ
れ
か
ら
の
甲
賀
市
に

必
要
な
施
策
は
何
で
し
ょ
う
か
？
ご
意
見
の
一
部
を
紹
介
し
ま
す
。

誰
も
が
主
役
と
な
り
、
持
続
可
能
な
ま
ち
と
な
る

人
と
文
化
を
未
来
に
つ
な
ぐ

住
み
慣
れ
た
地
域
で
の
暮
ら
し
を
守
る

地
域
の
「
稼
ぐ
力
」
を
高
め
る

結
婚
、
出
産
、
育
児
の
希
望
に
応
え
る

　甲賀市市民憲章の理念に基づき、12 年間を通じ

たまちづくりの大きな方針となる５つの大綱です。

「しあわせ」を実感できるまちへ

甲賀市長　岩永裕貴

甲
賀
市
誕
生
以
降
の
こ
の
12
年
間

に
お
い
て
、
本
格
的
な
人
口
減
少
社

会
が
到
来
し
、
少
子
高
齢
化
が
進
行

し
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
大
規
模
な
地
震

災
害
の
発
生
や
こ
れ
ま
で
に
経
験
し

た
こ
と
の
な
い
異
常
気
象
に
よ
る
水

害
・
土
砂
災
害
の
恐
れ
、
経
済
・
社

会
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
の
進
行
な
ど
、
本

市
を
取
り
巻
く
情
勢
は
大
き
く
変
化

し
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
な
大
き
な
時
代
の
転
換

期
を
迎
え
る
中
、
今
後
12
年
間
に
わ

た
る
「
ま
ち
づ
く
り
」
の
新
し
い
指
針

と
な
る
「
第
２
次
甲
賀
市
総
合
計
画
」

を
こ
の
た
び
策
定
し
ま
し
た
。

新
し
い
「
み
ん
な
の
総
合
計
画
」
を

策
定
す
る
に
あ
た
っ
て
は
、
こ
れ
ま
で

に
な
い
形
で
の
意
見
交
換
会
や
議
会

で
の
熱
心
な
議
論
、
市
民
意
識
調
査
、

総
合
計
画
審
議
会
、
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
コ

メ
ン
ト
な
ど
を
実
施
し
、
多
く
の
皆
様

の
参
画
と
協
働
の
も
と
に
、
め
ざ
す
未

来
像
を
検
討
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

も
ち
ろ
ん
、
計
画
を
策
定
す
る
の

が
目
的
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
計
画
に
掲

げ
た
施
策
を
着
実
に
実
行
し
、
成
果

に
つ
な
げ
る
こ
と
で
、
市
民
一
人
ひ
と

り
が
、「
し
あ
わ
せ
」
を
実
感
で
き
る

ま
ち
づ
く
り
が
必
要
で
す
。

市
民
、
地
域
、
事
業
者
、
関
係
団
体
、

行
政
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
や
立
場

の
皆
様
に
協
力
を
い
た
だ
き
な
が
ら
、

そ
れ
ぞ
れ
の
力
を
最
大
限
に
引
き
出

す
「
オ
ー
ル
甲
賀
」
の
取
り
組
み
を
前

進
さ
せ
て
ま
い
り
ま
す
。

滋賀銀行 水口支店長  

田
た

中
な か

伸
の ぶ

幸
ゆ き

さん

岡
お か

村
む ら

久
ひ さ

悦
え つ

さん

兼
か ね

松
ま つ

侑
ゆ

里
り

さん

大
お お

原
は ら

久
ひ さ

和
か ず

さん

谷
た に

井
い

祐
ゆ う

子
こ

さん

川
か わ

端
ば た

美
み

愛
あ

さん

　

計
画
で
重
要
な
の
は
、
ま
ち

づ
く
り
を
進
め
る
プ
レ
イ
ヤ
ー

で
す
。
市
民
や
各
種
団
体
、
企

業
等
、
そ
れ
ぞ
れ
が
役
割
分
担

し
、
理
解
し
あ
う
こ
と
。
そ
し

て
、
行
動
す
る
人
を
み
ん
な

で
応
援
し
た
い
で
す
。

　

大
好
き
な
ま
ち
だ
け
ど
、

気
に
な
る
の
は
公
共
交
通
で

す
。
Ｊ
Ｒ
草
津
線
と
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
バ
ス
の
利
便
性
さ
え

よ
く
な
れ
ば
、
若
者
の
定
住

や
Ｕ
タ
ー
ン
も
進
む
の
で
は
。

　

恵
ま
れ
た
森
林
資
源
を
生
か
す
木

質
バ
イ
オ
マ
ス
の
取
り
組
み
を
進
め

る
と
と
も
に
、
今
あ
る
空
き
家
を
「
マ

イ
ナ
ス
の
財
産
」
で
は
な
く
、
「
プ

ラ
ス
の
財
産
」
に
転
換
で
き
る
よ
う

な
取
り
組
み
を
進
め
な
け
れ
ば
。

　

地
域
に
根
ざ
し
た
「
も
の
づ
く
り
」
が

甲
賀
市
の
特
徴
で
す
。
信
楽
焼
や
お
茶
な

ど
の
地
場
産
業
へ
の
理
解
と
魅
力
を
伝
え

る
キ
ャ
リ
ア
教
育
が
大
切
で
す
。

　

甲
賀
市
と
し
て
日
本
一
に
な
れ
る

〝
何
か
〟
が
必
要
。
例
え
ば
、
教
育

日
本
一
と
か
が
魅
力
的
で
す
よ
ね
。

　

甲
賀
市
の
誇
る
里
地
、
里
山
の

農
山
村
景
観
を
守
っ
て
い
る
の
は
、

兼
業
農
家
の
皆
さ
ん
で
す
。
「
農

業
」
で
稼
ぐ
こ
と
が
で
き
る
よ
う

な
支
援
や
ブ
ラ
ン
ド
化
を
さ
ら
に

推
進
し
て
ほ
し
い
。

行
動
力
の
あ
る
民
間
の
プ
レ
イ
ヤ
ー
が
増
え
て
ほ
し
い

中
山
間
地
域
を
支
え
る

農
家
へ
の
支
援
を
充
実

し
な
け
れ
ば

公
共
交
通
さ
え

何
と
か
な
れ
ば

今
あ
る
資
源
を
生
か
そ
う

子
ど
も
た
ち
へ

〝
も
の
づ
く
り
〟
を
伝
え
よ
う

子
育
て
・
教
育
環
境
の
充
実



平成29年8月1日 平成29年8月1日

（仮称）甲賀市西部学校給食センター

（仮称）甲賀市まちづくりコア・ステーション

重症心身障害者

通所施設整備を支援

公共施設の統廃合も

あわせて考えます

子
ど
も
た
ち
に
安
全
で
安
心
な
給
食
を
提

供
す
る
た
め
、
老
朽
化
が
進
む
水
口
と
信
楽

の
両
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
を
統
合
し
、
新
し

く
（
仮
称
）
甲
賀
市
西
部
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー

を
水
口
町
山
上
地
域
に
整
備
す
る
こ
と
と
し

ま
し
た
。

新
し
い
給
食
セ
ン
タ
ー
に
つ
い
て
は
、
こ

れ
ま
で
、
市
役
所
近
く
で
の
整
備
を
計
画
し
、

平
成
27

年
度
に
は
、
地
権
者
の
ご
理
解
を
い

た
だ
き
、
用
地
も
確
保
し
た
と
こ
ろ
で
す
。

し
か
し
、
同
区
域
は
、
用
地
確
保
当
時
と

は
周
辺
環
境
も
大
き
く
変
わ
り
、
大
型
小
売

店
や
コ
ン
ビ
ニ
、
飲
食
店
の
出
店
も
進
み
、

人
の
に
ぎ
わ
い
を
感
じ
る
活
気
あ
る
施
設
へ

の
活
用
転
換
を
求
め
る
市
民
要
望
も
高
ま
り

ま
し
た
。

そ
う
し
た
経
過
を
踏
ま
え
た
上
で
、
再
度

検
討
を
進
め
、
当
初
予
定
し
て
い
た
給
食
セ

ン
タ
ー
の
防
災
機
能
な
ど
に
も
十
分
な
対
応

が
で
き
る
こ
と
や
、
安
全
・
安
心
な
給
食
が

現
在
、
重
度
の
障
が
い
の
あ
る

方
は
、
土
山
の
る
り
こ
う
園
な
ど

の
障
が
い
者
支
援
施
設
に
通
所
さ

れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
施
設
の
利

用
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
年
々
増

加
す
る
こ
と
が
推
計
さ
れ
、
平
成

31

年
度
に
は
、
る
り
こ
う
園
の
障

が
い
者
支
援
施
設
の
定
員
も
超
え

る
こ
と
が
確
実
と
な
っ
て
い
ま
す
。

そ
の
た
め
市
で
は
、
湖
南
市
と

と
も
に
、
新
し
く
重
度
の
障
が
い

の
あ
る
方
が
安
心
し
て
日
中
過
ご

せ
る
通
所
施
設
を
整
備
す
る
こ
と

と
し
て
、
施
設
整
備
、
運
営
を
行

う
事
業
者
を
支
援
し
ま
す
。
整
備

に
つ
い
て
は
、
現
在
の
甲
賀
警
察

署
が
移
転
し
た
後
の
市
有
地
を
無

償
で
貸
与
す
る
こ
と
と
し
、
そ
の

関
係
予
算
が
６
月
市
議
会
で
承
認

さ
れ
ま
し
た
。

事
業
者
が
整
備
を
予
定
し
て
い

る
施
設
に
は
、
身
体
機
能
維
持
の

た
め
の
リ
ハ
ビ
リ
室
を
は
じ
め
、

個
々
の
入
浴
に
応
じ
た
機
械
浴
や

ミ
ス
ト
浴
の
で
き
る
浴
室
お
よ
び

食
堂
、
ま
た
医
療
的
ケ
ア
に
対
応

し
た
医
務
室
な
ど
が
設
置
さ
れ
ま

す
。
平
成
30

年
度
に
建
設
工
事
を

終
え
、
平
成
31

年
４
月
の
開
所
を

予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

新
た
な
施
設
整
備
を
進
め
る
一

方
で
、
合
併
以
前
か
ら
活
用
し
な

が
ら
も
老
朽
化
が
進
む
公
共
施
設
、

旧
５
町
ご
と
に
機
能
が
同
様
の
公

共
施
設
も
多
く
あ
り
ま
す
。

平
成
26

年
度
末
で
公
共
建
築
物

の
数
は
４
０
５
施
設
と
な
っ
て
お

り
、
施
設
数
を
こ
の
ま
ま
維
持
し

て
い
こ
う
と
す
る
と
、
市
の
試
算

で
は
40

年
間
で
改
修
や
建
替
え
に

約
１
１
１
３
億
円
の
費
用
が
か
か

る
見
込
み
で
す
。

一
方
、
市
の
財
政
見
通
し
に
よ

る
と
、
施
設
等
に
投
資
で
き
る
費

用
は
約
７
６
３
億
円
し
か
な
く
、

約
３
５
０
億
円
が
不
足
す
る
こ
と

に
な
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
今
後

の
施
設
の
あ
り
方
を
見
据
え
た
整

備
が
必
要
と
な
り
、
市
で
は
、「
公

共
施
設
等
総
合
管
理
計
画
」
を
策

定
し
た
と
こ
ろ
で
す
。

今
後
、
市
民
の
皆
さ
ん
と
の
対

話
を
進
め
、
必
要
な
施
設
の
整
備

お
よ
び
老
朽
化
す
る
施
設
の
統
廃

合
に
つ
い
て
議
論
を
深
め
て
い
き

ま
す
。

本
市
で
は
平
成
23

年
度
か

ら
「
自
治
振
興
会
に
よ
る
ま

ち
づ
く
り
」
を
本
格
始
動
し
、

平
成
28

年
４
月
か
ら
は
「
ま

ち
づ
く
り
基
本
条
例
」
を
施

行
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
の
時
代
、
行
政

だ
け
で
地
域
課
題
を
克
服
し

活
気
あ
ふ
れ
る
地
域
づ
く
り

を
進
め
て
い
け
る
も
の
で
は

な
く
、
市
民
や
自
治
振
興
会
、

区
・
自
治
会
、
市
民
活
動
団

体
、
事
業
者
等
と
と
も
に
さ

ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
を
進
め

る
こ
と
が
不
可
欠
で
す
。

市
で
は
、
ま
ち
づ
く
り
に

関
わ
る
市
民
の
活
動
を
支
援

す
る
た
め
、
市
民
が
集
い
、

交
流
し
、
連
携
、
協
働
を
創

り
だ
す
機
能
を
も
つ
拠
点
施

設
と
し
て
、
（
仮
称
）
甲
賀
市

ま
ち
づ
く
り
コ
ア
・
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
を
市
役
所
水
口
庁
舎

南
側
に
整
備
す
る
こ
と
と
し

た
も
の
で
す
。

こ
の
施
設
は
、
平
成
24

年

度
か
ら
甲
南
町
に
開
設
し
て

い
る
市
民
活
動
・
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
の
機
能

と
、
平
成
12

年
度
か
ら
運
営

さ
れ
て
い
る
自
主
活
動
セ
ン

タ
ー
き
ず
な
の
機
能
を
併
せ

持
つ
施
設
と
位
置
づ
け
て
い

ま
す
。
専
門
ス
タ
ッ
フ
を
配

置
し
、
市
民
活
動
の
重
要
な

要
素
で
あ
る
、
情
報
、
人
材
、

場
所
、
資
金
、
知
恵
、
技
等

の
社
会
資
源
の
充
実
を
図
り

ま
す
。

（
仮
称
）
甲
賀
市
ま
ち
づ
く

り
コ
ア
・
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の

整
備
に
よ
り
、
市
民
活
動
団

体
の
立
ち
上
げ
や
相
互
の
連

携
、
ま
た
行
政
等
と
の
協
働

を
今
ま
で
以
上
に
強
く
推
進

し
て
い
き
ま
す
。

提
供
で
き
る
場
所
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
信

楽
地
域
と
水
口
地
域
の
中
間
地
と
な
る
水

口
町
山
上
地
域
に
（
仮
称
）
甲
賀
市
西
部
学

校
給
食
セ
ン
タ
ー
の
整
備
を
進
め
る
こ
と

と
し
ま
し
た
。

新
し
い
給
食
セ
ン
タ
ー
は
、
１
日
に
最

大
で
６
５
０
０
食
を
調
理
で
き
る
施
設
と

し
て
、
炊
飯
設
備
や
ア
レ
ル
ギ
ー
対
応
調

理
室
を
含
め
た
調
理
場
、
食
育
推
進
に
も

利
用
で
き
る
調
理
実
習
室
や
研
修
室
な
ど

を
整
備
す
る
計
画
を
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

災
害
時
に
は
、
食
料
供
給
施
設
と
し
て
機

能
す
る
よ
う
に
整
備
を
進
め
ま
す
。

今
後
は
、
平
成
32

年
４
月
か
ら
の
供
用

開
始
を
め
ざ
し
、
平
成
29

年
度
中
に
は
用

地
測
量
調
査
の
実
施
、
用
地
購
入
、
造
成

工
事
、
建
築
設
計
委
託
の
発
注
を
し
ま
す
。

平
成
30

年
度
は
建
築
工
事
に
着
工
し
、
合

併
特
例
債
期
限
で
あ
る
平
成
31

年
度
中
の

完
成
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

「活躍する市
民」

を支援

誰もが

住みよい

まちづくりへ

児
童
ク
ラ
ブ
の
利
用

者
は
年
々
増
加
し
て
き

て
お
り
、
市
と
し
て
も

就
労
さ
れ
る
保
護
者
の

皆
さ
ん
が
安
心
し
て
働

け
る
環
境
づ
く
り
は
、

重
要
な
施
策
で
す
。

今
回
整
備
す
る
伴
谷

東
児
童
ク
ラ
ブ
は
、
今

年
度
の
利
用
者
見
込
み

が
当
初
よ
り
上
回
り
、

当
面
は
、
伴
谷
東
小
学

校
内
の
１
室
を
借
用
し

待
機
児
童
ゼ
ロ
に
努
め

て
い
ま
す
。
し
か
し
、

今
後
の
利
用
者
の
増
加

も
見
込
ま
れ
る
こ
と
か

ら
、
抜
本
的
な
対
策
と

し
て
、
新
た
な
児
童
ク

ラ
ブ
の
建
設
を
計
画
す

る
も
の
で
す
。

今
後
は
、
必
要
な
経

費
を
予
算
化
し
、
今
年

度
中
に
新
し
い
児
童
ク

ラ
ブ
の
建
物
の
設
計
を

行
い
、
平
成
30

年
度
中

に
は
、
伴
谷
東
小
学
校

区
内
に
児
童
ク
ラ
ブ
を

新
築
し
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

児童クラブを新築 ＝伴谷東小学校区内＝

放課後の

安心環境

づくり

安全・安心な

給食を提供
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教育・福祉・市民協働の拠点整備へ

　

先
に
開
催
さ
れ
た
６
月
市
議
会
で
（
仮
称
）
甲
賀
市
西
部
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
整
備
事
業
、
重
症
心
身
障
害
者
通
所
施
設
整
備
事
業
、
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
の
整
備
、

さ
ら
に
、
活
用
が
期
待
さ
れ
て
い
る
市
役
所
水
口
庁
舎
南
側
の
市
有
地
に
お
け
る
（
仮
称
）
甲
賀
市
ま
ち
づ
く
り
コ
ア･

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
整
備
に
向
け
て
の
用
地
測
量
等

の
予
算
が
認
め
ら
れ
ま
し
た
。

　

市
で
は
、
限
ら
れ
た
財
源
の
中
、
事
業
費
が
、
実
質
約
３
分
の
１
の
負
担
と
な
る
合
併
特
例
債
（
平
成
31

年
度
が
期
限
）
を
活
用
し
て
、
教
育
や
福
祉
、
市
民

協
働
の
拠
点
整
備
を
進
め
て
い
き
ま
す
。
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甲賀市議会議員一般選挙

立候補予定者説明会
　

10
月
15
日
告
示
、
10
月
22
日
執
行
予
定
の
甲
賀

市
議
会
議
員
一
般
選
挙
の
説
明
会
を
開
催
し
ま
す
。

●
日
時
：
９
月
９
日
（
土
）
13
時
～

●
場
所
： 

市
役
所
水
口
庁
舎
３
階
会
議
室
３
０
１

　

説
明
会
で
は
、
立
候
補
に
必
要
な
書
類
等
も
配
付

し
ま
す
の
で
、
立
候
補
あ
る
い
は
立
候
補
者
を
推
薦

し
よ
う
と
お
考
え
の
方
は
、
必
ず
出
席
し
て
い
た
だ

き
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。 

 

　

１
候
補
者
に
つ
き
３
人
以
内
の
出
席
で
お
願
い
し

ま
す
。

　
　
　

 

選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局 

 

　
　
　

 

TEL

６
９-

２
２
６
０　

FAX

６
３-

４
０
８
６

問合せ

障がい者就職面接会

出展企業・事業所を募集
　

障
が
い
の
あ
る
方
と
の
就
職
面
接
会
に
出
展
を
希

望
さ
れ
る
市
内
の
企
業
・
事
業
所
を
募
集
し
ま
す
。

●
対
象
： 

市
内
に
就
業
場
所
を
有
し
、
障
が
い
者

雇
用
を
予
定
の
企
業
・
事
業
所

●
募
集
期
間
： 

８
月
１
日（
火
）～
17
日（
木
）

●
定
員
： 

先
着
10
社

●
申
込
方
法
： 

申
込
書
を
左
記
ま
で
郵
送
ま
た
は

Ｆ
Ａ
Ｘ
し
て
く
だ
さ
い
。
申
込
書
は
、

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー

ド
で
き
ま
す
。

甲
賀
市
障
が
い
者
就
職
面
接
会

●
日
時
： 

10
月
５
日
（
木
） 

 

13
時
30
分
～
15
時
30
分 

（
受
付
13
時
）

●
開
催
場
所
： 

碧
水
ホ
ー
ル

　
　
　

 

商
工
労
政
課 

労
政
係 

 

　
　
　

 

〒
５
２
８-

８
５
０
２ 

 

　
　
　

 

水
口
町
水
口
６
０
５
３
番
地 

 

　
　
　

 

TEL

６
９-

２
１
８
８　

FAX

６
３-

４
０
８
７

問合せ

申込み

農地利用最適化推進委員が決定

　

市
の
農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員
45
人
が
決
定
し
ま
し
た
。

　

農
業
委
員
の
皆
さ
ん
と
と
も
に
、
農
地
の
パ
ト
ロ
ー
ル
や
農
業
の
担

い
手
の
育
成
・
確
保
、
地
域
の
課
題
解
決
に
向
け
て
の
取
り
組
み
な
ど
、

市
内
の
農
地
を
有
効
利
用
す
る
た
め
に
ご
活
躍
い
た
だ
き
ま
す
。

　

任
期
は
平
成
32
年
７
月
19
日
ま
で
で
す
。

水
口
地
域

東
あ
ず
ま　

　
　

宗そ
う　

司じ

池い
け　

本も
と　

清き
よ　

和か
ず

奥お
く　

村む
ら　

清き
よ　

和か
ず

奥お
く　

村む
ら　
　
　

武
た
け
し

筧
か
け
ひ　
　
　
　
　

勳
い
さ
お

川か
わ　

嶋し
ま　

善ぜ
ん

與よ

門も
ん

清し　

水み
ず　

義よ
し　

久ひ
さ

宿
し
ゅ
く
　

谷た
に　

忠
ち
ゅ
う　

五ご

富と
み　

川か
わ　

育や
す　

久ひ
さ

西に
し　

田だ　

伊い

久く

男お

福ふ
く　

本も
と　

茂し
げ　

一か
ず

土
山
地
域

青あ
お　

木き　

次じ　

郎ろ
う

綾あ
や　

戸ど　
　
　

勝
ま
さ
る

大お
お　

家や　
　
　

晃
あ
き
ら

谷た
に　

川が
わ　

栄え
い　

作さ
く

頓と
ん　

宮ぐ
う　

文ふ
み　

郎お

中な
か　

村む
ら　

正ま
さ　

和か
ず

福ふ
く　

井い　
　
　

勝
ま
さ
る

松ま
つ　

下し
た　

良よ
し　

正ま
さ

村む
ら　

木き　

和か
ず　

好よ
し

吉よ
し　

村む
ら　

和か
ず　

雄お

甲
賀
地
域

大お
お　

谷た
に　

長
ち
ょ
う　

一い
ち

大お
お　

原は
ら　

藤ふ
じ　

弘ひ
ろ

坂さ
か　

上が
み　

茂し
げ　

利と
し

瀬せ　

古こ　

裕ゆ
う　

平へ
い

辻つ
じ　
　
　

正ま
さ　

典の
り

松ま
つ　

原ば
ら　

照て
る　

雄お

村む
ら　

山や
ま　

庄
し
ょ
う　

衞え

山や
ま　

口ぐ
ち　

邦く
に　

寛ひ
ろ

山や
ま　

本も
と　

正ま
さ　

和か
ず

甲
南
地
域

石い
し　

橋ば
し　

正ま
さ　

博ひ
ろ

か
た　

山や
ま　

一い
ち　

郎ろ
う

北き
た　

田だ　

政ま
さ　

博ひ
ろ

杉す
ぎ　

本も
と　

英え
い　

二じ

田た　

中な
か　

宗そ
う

治じ

郎ろ
う

中な
か　

島じ
ま　

準
じ
ゅ
ん　

一い
ち

三み　

雲く
も　

正
し
ょ
う　

治じ

渡わ
た　

邊な
べ　

新し
ん　

一い
ち

信
楽
地
域

植う
え　

西に
し　

良よ
し　

隆た
か

大お
お　

平ひ
ら　

啓け
い　

治じ

木き
の　

下し
た　

義よ
し　

丈た
け

関せ
き　

谷た
に　

武た
け　

治じ

瀬せ　

野の　

茂し
げ　

一か
ず

辻つ
じ　

　
　

正ま
さ　

豊と
よ

山や
ま　

本も
と　

博ひ
ろ　

久ひ
さ

農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員
（
敬
称
略
）

イクボスとは、育児
だけを

応援する上司のことで
はありま

せん。職場で共に働
く部下の

仕事と生活の調和（ワ
ーク・ラ

イフ・バランス）を応
援しなが

ら、組織の業績も結果
を出しつ

つ、自らも仕事と生活
を充実さ

せている上司（経営者
・管理職）

のことです。

「イクボス宣言」は
、このよ

うなイクボスになるこ
とを会社

の内外に広く宣言する
ことです。

イクボスとは？

　
少
子
高
齢
化
で
労
働
力
人
口
が

減
り
つ
つ
あ
る
中
、
優
秀
な
人
材

を
確
保
す
る
こ
と
は
多
く
の
企

業
・
事
業
所
に
と
っ
て
喫
緊
の
課

題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
多
く
の
コ
ス
ト
を
投
じ
て

人
材
育
成
し
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

子
育
て
世
代
の
出
産
・
育
児
期
の
離
職
や
家
族
の
介
護
等
に

よ
る
離
職
は
企
業
・
事
業
所
に
と
っ
て
大
き
な
損
失
で
す
。

　
「
出
産
」「
育
児
」「
介
護
」「
病
気
」
と
い
っ
た
さ
ま
ざ
ま
な
事

情
に
よ
り
働
き
方
が
限
定
さ
れ
る
社
員
が
増
加
す
る
中
、
私

生
活
と
仕
事
の
両
立
を
め
ざ
す
部
下
の
事
情
に
配
慮
し
、
後

押
し
す
る
「
イ
ク
ボ
ス
」
の
存
在
が
人
材
確
保
の
う
え
で
も
重

要
に
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。

な
ぜ
今
、 

 

「
イ
ク
ボ
ス
」な
の
か

市民と市が協働でアイデアをかたちに　～ 「市民協働事業」提案募集 ～

　「自分の暮らすまちでこんなことができたらいいな」、「市と一緒に協働で事業を

したい」そんな思いをお持ちの市民活動団体の皆さんから、来年度に行う市民協

働事業の提案を募集します。

提案の種類  

（１）市民テーマ型事業：自由なテーマを設定して提案する事業

（２）行政テーマ型事業： 市の設定したテーマに基づき提案する事業

【行政テーマ】

●３R（すりーあーる）運動の推進 ［ごみの減量・再利用・再資源化］

●みんなで住みよい環境をつくろう 〜空き地などの環境改善に向けて〜

●みんなで育てるバス・電車待ち環境

●体操指導士をめざしませんか？

●区・自治会を運営しやすくしよう

※ 行政への一方的な要望や提案団体への支援といったものは不可。

対象団体  

・活動拠点が市内  

・構成する会員が５人以上  

・運営に関する会則等がある  

・適正な会計処理が行われている

事業実施期間  

　平成30年４月１日～平成31年３月31日

募集受付期間  

　８月１日（火）～９月20日（水）

応募方法  

　市ホームページをご覧いただくか、下記まで

お問い合わせください。

　　　 地域コミュニティ推進課  

　　　 TEL 69-2113　 FAX 63-4554

問合せ

申込み

　
　
　

 

農
業
委
員
会
事
務
局 

 

　
　
　

 

TEL

６
９-

２
２
６
２　

FAX

６
３-

４
５
９
２

問合せ
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市長と

一緒に
「イクボス

」宣言

しませんか？
甲
賀
市
役
所
で
は
、
職
員
の
仕
事

と
生
活
の
調
和
（
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・

バ
ラ
ン
ス
）
を
応
援
す
る
取
り
組
み
を

進
め
て
お
り
、
11
月
３
日
に
イ
ク
ボ
ス

宣
言
を
行
い
ま
す
。

ま
た
、
市
内
企
業
・
事
業
所
の
皆
さ

ん
に
も
一
緒
に
イ
ク
ボ
ス
宣
言
を
行
っ

て
い
た
だ
き
、
み
ん
な
が
い
き
い
き
と

働
き
続
け
ら
れ
る
職
場
づ
く
り
に
共
に

取
り
組
み
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

あ
な
た
の
会
社
も
、
市
長
と
一
緒
に

イ
ク
ボ
ス
宣
言
し
ま
せ
ん
か
。

イ
ク
ボ
ス

宣
言
日

11

10:00〜

3
（金・祝）

イ
ベ
ン
ト
　 

み
ん
な
の
チ
ャ
レ
ン
ジ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル 

 

☆
女
性
の
活
躍
で
も
っ
と
輝
く
ま
ち
に
☆

場　

所
　
あ
い
こ
う
か
市
民
ホ
ー
ル

募
集
概
要

対
象
： 

市
内
に
本
社
ま
た
は
事
業
所
が
あ
る
企
業
・ 

事
業
所
・
団
体
で
、
代
表
者
が
イ
ベ
ン
ト
開

催
時
に「
イ
ク
ボ
ス
宣
言
」
を
行
っ
て
い
た
だ
け

る
企
業
・
事
業
所
・
団
体

募
集
期
間
： 

８
月
１
日
（
火
）
～
９
月
15
日
（
金
）

応
募
方
法
： 

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
の
応
募
用
紙
に

必
要
事
項
を
記
入
し
、
郵
送
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
で

左
記
ま
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　
　
　

 

商
工
労
政
課 

女
性
活
躍
推
進
室 

 

　
　
　

 

〒
５
２
８-

８
５
０
２ 

 

　
　
　

 

水
口
町
水
口
６
０
５
３
番
地 

 

　
　
　

 

TEL

６
９-

２
１
８
９　

FAX

６
３-

４
０
８
７ 

問合せ

申込み

イクボスのこ
とをもっと知

りたい

企業・事業
所の皆さん

へ

イクボスセミナー in 甲賀

　企業・事業所で「イクボス」が求

められる背景や必要性、そしてこ

れからのマネジメント手法をお伝

えするセミナーを開催します。

日　時  9月6日（水）  

10時〜11時30分

場　所 サントピア水口

講　師  天
あま

野
の

 勉
つとむ

（特定社会保険労務

士・NPO法人ファザーリン

グ・ジャパン）

　　　 滋賀県商工観光労働部  

　　　 女性活躍推進課  

　　　 TEL 077-528-3770　  

　　　 FAX 077-528-4807

問合せ
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観光商品やイベント誘客を支援

～観光ビルドアップ事業～

　市内の観光産業の活性化を目的に、新しい観光商

品や市内での観光誘客イベントについて補助する制

度を新たに設けました。ぜひご利用ください。

●応募資格  

・旅行業法第３条に基づく登録を受けている方  

・ イベント業務管理士２級の資格を持つ技術者を配

置できる方

・ 商業登記簿記載の本店所在地が市内の事業者

・ 市内に本店または本社を有し、５人以上の会員で

構成される適切な運営ができている団体

●対象事業  

・誘客促進または観光消費額の拡大につながる事業

・ 具体的な効果や成果が見込め、市民の観光産業

への参画が図れるもの

・ 市内に誘客を促進する旅行商品の開発、販売に係

る事業

・ 市内の観光資源の磨き上げに係る事業

●対象経費  

・ 告知や宣伝にかかる経費、会場設営費、その他の

経費

・ 観光資源の磨き上げに係る原材料費、建設機械の

賃借料、燃料費

●補助額  

　対象となる経費の２分の１  

　※最大50万円まで

●申込締切　８月11日（金・祝）　※当日必着

●申請方法　申請書を郵送またはＥメールで下記まで

　詳細は、市ホームページをご覧いただくか、下記

までお問い合わせください。

　　　 観光企画推進課  

　　　 〒528-8502 水口町水口6053番地  

　　　 TEL 69-2190　 FAX 63-4087  

　　　 Ｅメール　koka10352000@city.koka.lg.jp

申込み

問合せ
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甲賀の子育てを
支える

“保育士”を

バックアップ
　

保
育
時
間
の
延
長

な
ど
保
育
サ
ー
ビ
ス
の

充
実
に
は
、
保
育
の
受

け
皿
と
な
る
保
育
士

の
人
材
確
保
が
急
務 

で
す
。

　

市
で
は
、
保
育
士

の
人
材
確
保
に
必
要

な
採
用
、
育
成
・
定
着
、

再
雇
用
、
職
場
環
境
の

改
善
の
４
つ
の
視
点
に

着
目
し
、
人
材
確
保

の
取
り
組
み
を
推
進

し
ま
す
。

保育士・幼稚園教諭等

就職フェア
　市内保育園・幼稚園・認定こども園が保育士・

幼稚園教諭・看護師・調理師等の就職フェアを開

催します。保育内容や採用情報などを紹介します

ので、お気軽にお越しください。

日　時　8月20日（日）

場　所  甲南情報交流センター（忍の里プララ） 

※事前予約不要

保育所・認定こども園  

就職フェア 2017
　県内各園の保育内容、特色、採用情報や働く保

育士の声を直接聞くことができる「保育所・認定

こども園就職フェア2017」を開催します。

日　時　大津会場：９月３日（日）13時～ 16時  

　　　　彦根会場：９月10日（日）13時～ 16時

場　所  大津会場：コラボしが21（大津市打出浜2-1） 

彦根会場：ビバシティ彦根（彦根市竹ヶ鼻町43-1）

対象者  保育の職場に就労を希望する学生および

一般求職者

※ 申し込み不要（参加費無料・履歴書不要・服装

自由・入退出自由）

　　　 保育幼稚園課 指導振興係  

　　　 TEL 69-2181　 FAX 69-2298
申込み

問合せ

保育士等インターンシップ生募集

　市内保育園等では、将来保育園等で“働いてみた

い”という学生の方をインターンシップ生として募

集します。保育士等として就職をお考えの皆さん

は、この機会に職場体験してみてはいかがですか。

対　象　保育士等養成校在学中の方（高校卒業以上）

時　給　870円（別途交通費支給）

勤務場所　市内保育園等

申込方法　電話またはFAXで下記まで

保育士再就職支援研修会

　保育士資格をお持ちの方で、現在、保育士として

就業していない方に、最新の保育事情や実技を学ん

でいただき、保育職場への復帰を支援します。

日　時　 ８月24日（木）  

９時30分～ 12時30分、  

13時30分～ 16時30分

　　　　 ８月31日（木）  

９時30分～ 11時00分、  

13時30分～ 16時30分

場　所　 サンライフ甲西（湖南市中央１- １- １）

※８月31日午前は、平松こども園見学

対　象　 保育士資格をお持ちで、滋賀県内の保育施設

への就職・再就職を希望される方

定　員　 15人（園舎見学は10人）　  

※いずれも先着順

申込方法　 電話またはFAXで下記まで

申込締切　 ８月７日（月）

＜参加無料 託児有＞

● 基本的には各日午前・午後の４回連続講座です

が、いずれかの講座のみの受講も可能です。

●託児をご希望の方は下記までご相談ください。

子どもの笑顔があなたを待っています

～人材バンクに登録を～

　「保育士等人材バンク」の登録者を随時募集してい

ます。  

　市内の保育園・幼稚園等で就労をご希望の方は、

ぜひ登録をお願いします。

対　象　 ・保育士・幼稚園教諭・看護師・調理師の資

格をお持ちで市内の保育園などで就労を希

望される方

登録の流れ　 申込→受付→登録→面接→採用

申込方法　 保育幼稚園課（水口庁舎２階）へ  

登録されるご本人がお越しください。

提出書類　登録申込書、資格の証明書（写）

※登録申込書は保育幼稚園課に有

受付日時　 月～金（祝日は除く）  

8時30分～ 17時15分

幼稚園教諭・保育士・看護師等

スキルアップ研修会

　保育の現場から離れている方、保育園、幼稚園等に

就職をお考えの方が保育の現場ですぐに生かせるスキ

ルアップ研修です。ぜひご参加ください。

日　時　10月20日（金）18時30分～ 20時

場　所　水口交流センター

内　容　「一人ひとりを大切にする 育児担当保育」

講　師　新
あら

井
い

寛
ひろ

子
こ

さん

申込方法　電話で下記まで

　　　 滋賀県保育士・保育所支援センター  

　　　 （一社）滋賀県保育協議会  

　　　 TEL 077-516-9090　 FAX 077-521-2117

申込み

問合せ
　　　 保育幼稚園課 指導振興係  

　　　 TEL 69-2181　 FAX 69-2298
申込み

問合せ

あなたの力を生かしませんか…………………………………………

未来の保育士のために…………

　　　 滋賀県保育士・保育所支援センター  

　　　 （一社）滋賀県保育協議会  

　　　 TEL 077-516-9090　 FAX 077-521-2117

問合せ



気
な元

平成29年8月1日 平成29年8月1日

甲
賀
市
の
鉄
道
の
魅
力
は
？

子
ど
も
の
頃
は
、
大
津
市
に
住
ん
で
い
ま
し
て
、
初

め
て
親
に
内
緒
で
切
符
を
買
い
電
車
の
冒
険
旅
行
で

降
り
た
っ
た
信
楽
駅
は
、
思
い
出
の
駅
の
ひ
と
つ
で

す
。
Ｊ
Ｒ
・
信
楽
高
原
鐵
道
・
近
江
鉄
道
と
３
つ
の
路

線
が
市
内
を
縦
横
に
走
っ
て
い
る
の
は
珍
し
く
、
市
の

魅
力
の
ひ
と
つ
だ
と
思
い
ま
す
。

大
切
な
所
有
の
蔵
書
等
を
寄
贈
い
た
だ
い
た
の
は
？

以
前
か
ら
駅
に
近
い
水
口
図
書
館
で
、子
ど
も
た
ち

が
電
車
の
本
を
抱
え
な
が
ら
電
車
を
見
て
く
れ
た
ら
と

考
え
て
い
ま
し
た
。私
に
と
っ
て
人
生
の
半
分
は
鉄
道
で

あ
り
、鉄
道
に
よ
り
人
と
つ
な
が
り
、広
げ
て
も
ら
っ
た

人
生
で
あ
り
ま
す
。私
の
寄
贈
し
た
本
を
開
く
こ
と
で
、

次
世
代
の
子
ど
も
た

ち
が
電
車
に
興
味
を

抱
き
、人
生
が
広
が
る

き
っ
か
け
に
な
れ
ば
、自

宅
の
本
棚
に
置
い
て
あ

る
よ
り
も
価
値
が
あ
る

こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

鉄
道
車
両
等
を
保
存
す
る
活
動
へ
の
思
い
は
？

鉄
道
車
両
等
の
残
す
べ
き
文
化
財
が
、
人
々
に
知
ら

れ
る
こ
と
な
く
眠
っ
て
い
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
鉄
道

車
両
は
、
当
時
の
産
業
・
技
術
を
知
る
う
え
で
、
な
く
て

は
な
ら
な
い
価
値
あ
る
文
化
財
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

今
後
も
一
つ
ひ
と
つ

の
車
両
等
の
価
値
を

見
定
め
な
が
ら
、
多

く
の
人
に
文
化
財
と

し
て
再
認
識
い
た
だ

け
る
よ
う
活
動
し
て

い
き
た
い
で
す
。

鉄 道 と は

私 の 人 生

の 半 分

今回は、鉄道紀行など多数の

本の著者でもあり、鉄道車両

を保存する活動もされている

笹 田 昌 宏さんにお 話を伺 い

ました 。６ 月には 、笹 田さん

所有の鉄道関連の蔵書や自

著321冊を水口図書館に寄

贈いただき、10月から「でん

しゃ文庫」として貸し出しされ 

ます。

I N T E R V I E W

▲ 整備保存された  
旧国鉄貨物列車の「車掌車」

▲ 水口図書館に寄贈した  
「でんしゃ文庫」と笹田さん

　宮
みや

ベリーの収穫体験が6月23日、甲南町野川の観光

ブルーベリー園で行われ、甲南第三小学校の児童40

人が初摘みを楽しみました。

　園内には、17種類780本のブルーベリーが栽培され

ています。児童たちは、早生品種に実った青紫色の実

を摘み取って口の中いっ

ぱいに頬張りながら「甘く

ておいしい」と笑みをこぼ

していました。

　同園では、甘くて実の

大 き さ が 自 慢 の 宮 の ブ

ルーベリー狩りが、８月末

まで楽しめます。

スポーツ少年団等の全国大会出場壮行会が７月19

日、市役所甲南庁舎で行われました。

壮行会では、選手一人ひとりから「日頃の練習の成

果を発揮したい」など全国大会への抱負が述べられ、

山下教育長からは「自分やチームの力を信じ、最後ま

であきらめることなく頑張ってほしい」と激励の言葉

が贈られました。

●水口剣道スポーツ少年団 水口剣徳会  

　　小学生団体の部

●甲賀ＪＡＣ 

　　  渡
わた

邊
なべ

志
し

同
どう

さん　男子80メートルハードル

　　  船
ふな

越
こし

千
ち

颯
はや

さん　男子走り幅跳び

みなくち自治振興会によるかんぴょう干し体験が 

７月18日、水口中部コミュニティセンターで開催され、

子育てサロンに参加する未就園児や保護者ら約30人が

参加しました。

幼児たちは、屋外に設置された竹竿に、白いすだれ

を作るように一生懸命

手を伸ばしてかんぴょう

を干していました。

参加者は、「子どもに

かんぴょう干しを体験

させたかったので良かっ

た」と親子で夏の風物詩

を楽しんでいました。

　国際協力機構（JICA）の青年海外協力隊として、信楽

町在住の髙
たか

木
ぎ

健
けん

太
た

さんが、６月末から１年９カ月の任

期でアフリカのウガンダ共和国に派遣されています。

　髙木さんは、甲南高校で化学の教諭として勤務した

経験を生かして、現地の公立中高等学校で化学や物理

の指導を行います。

　出発前の６月22日には、岩永市長を表敬訪問し、「生

徒たちが理科に興味を持ってくれるような実験中心の

授業をしたい」 

と抱負を語りま

した。

理科の面白さを伝えたい 甘くて美味しい 宮
み や

の味

練習を積み重ね全国大会へ挑む白いすだれのよう、水口かんぴょう

〜青年海外協力隊 髙木健太さん〜 〜ブルーベリーの収穫体験〜

〜全国大会出場壮行会〜〜かんぴょう干し体験〜

お母さんに抱っこされながら、

かんぴょう干しに挑戦

全国大会へ向けて

力強くガッツポーズ

する出場者

ブルーベリーを

頬張る児童たち

▲

ウガンダでの  

抱負を語る  

髙木さん（右）

▲

▲

▲

笹
さ さ

田
だ

 昌
ま さ

宏
ひ ろ

さん

　

　　　　　８月12日(土)･13日(日) 17時～21時

　　　　　上野公園内とその周辺施設

　　　　　伊賀鉄道「上野市」駅下車すぐ

【問い合わせ】 お城の周りライトアップイベント実施委員会事務局

　　　　　 　伊賀市中心市街地推進課　TEL.0595-22-9825

　はるか昔の人々は、さまざまなものをつくり

ながら集団で生活をしていました。

　その多くは、身近な素材である粘土を材料に

つくられていました。その時代に残されたもの

から古代の亀山市に生きた人々の暮らしを考

えます。

　夏の一日を親子で一緒に楽しみませんか。

　　　　9月3日（日）までの9時～17時

　　　　※休館日：毎週火曜日

　　　　亀山市歴史博物館企画展示室

　　　　（亀山市若山町7-30）

　　　　JR亀山駅より徒歩20分

　　　　名阪国道「亀山IC」より車で約10分

　　　　　　　無料

【問い合わせ】 亀山市歴史博物館 

　　　　　　 TEL.0595-83-3000

と き

ところ

アクセス

企画展示観覧料

亀博自由研究のひろば
～むか～し むかしの亀山市 人々のくらし～

亀博自由研究のひろば
～むか～し むかしの亀山市 人々のくらし～

～伊賀の城下町で夕涼み～

ライトアップイベント

「お城のまわり」

と　き

ところ

アクセス

伊賀市

亀山市

となりまち

伊賀市 い 甲賀市

 こ
亀山市 か

情報交流広場

い

こ
か

　ライトアップイベント「お城のまわり」は、上野公

園内や周辺の歴史的建造物などをライトアップし、

伊賀の素晴らしさを体験していただくイベントです。

　灯りで浮かび上がる幻想的な雰囲気の施設を巡ったり、光と音が重な

る空間でのライブやダンス、キッチンカーでのおいしい食べ物を楽しん

でいただくことができます。

　その他にもさまざまなイベントを開催しますので、ほかでは体験でき

ない素敵な伊賀の夜をぜひお楽しみください。
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甲
賀
の
子
育
て
を
応
援
し
た
い

　

水
口
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
Ｗウ

ェ

ル

ｅ
ｌ
ｌ
・ 

Ｂビ

ーｅ
で
は
、
子
育
て
世
代
が
同
じ
悩
み

や
不
安
を
持
つ
方
々
と
交
流
す
る
こ
と

で
、
自
分
に
と
っ
て
の
楽
し
い
子
育
て

の
あ
り
方
を
見
つ
け
て
ほ
し
い
と
、
子

育
て
世
代
が
集
え
る
サ
ポ
ー
タ
ー
制
度

を
立
ち
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。
そ
し
て
、

サ
ポ
ー
タ
ー
マ
マ
の
〝
も
っ
と
甲
賀
の

子
育
て
を
応
援
し
た
い
〟
と
い
う
思
い

か
ら
チ
ア
ー
ズ
（
＝
応
援
）
ス
テ
ー
シ
ョ

ン
が
生
ま
れ
ま
し
た
。

困
っ
て
い
る
の
声
か
ら  

生
ま
れ
る
チ
ア
ー
ズ
の
活
動

　

チ
ア
ー
ズ
の
活
動
は
、「
こ
ん
な
こ
と
で

困
っ
て
い
る
」
の
声
を
拾
い
あ
げ
、
た
く

さ
ん
の
活
動
が
生
み
出
さ
れ
て
い
ま
す
。

チ
ア
ー
ズ
ル
ー
ム

毎
週
金
曜
日
未
就
園
の
お
子
さ
ん

と
保
護
者
が
集
い
楽
し
め
る
場
所

で
す
。

チ
ア
ー
ズ
シ
ョ
ッ
プ

手
作
り
の
美
味
し
い
物
や
雑
貨
な

ど
子
育
て
中
の
マ
マ
も
出
店
で
き

る
シ
ョ
ッ
プ
で
毎
月
開
催
さ
れ
て

い
ま
す
。

チ
ア
ー
ズ
ス
マ
イ
ル
ル
ー
ム

た
く
さ
ん
の
人
が
い
る
前
で
は
話

す
の
が
苦
手
と
い
う
方
に
一
人
で

じ
っ
く
り
子
育
て
の
悩
み
や
思
い

を
伝
え
相
談
で
き
る
場
所
で
す
。

ツ
ナ
ガ
ル
会

希
薄
に
な
り
が
ち
な
就
学
児
の
保

護
者
同
士
が
、
講
座
等
を
通
し
て

楽
し
い
時
間
を
共
有
で
き
ま
す
。

ｅ
ｔ
ｃ

居
心
地
の
良
い Ｃチ

ア

ー

ズ

Ｈ
Ｅ
Ｅ
Ｒ
Ｓ 

Ｓス

テ

ー

シ

ョ

ン

Ｔ
Ａ
Ｔ
Ｉ
Ｏ
Ｎ

　

今
回
は
、
チ
ア
ー
ズ
ル
ー
ム
の
オ
ー

プ
ニ
ン
グ
日
を
訪
問
し
ま
し
た
。

　

会
場
に
は
、
赤
ち
ゃ
ん
を
抱
っ
こ
さ

れ
た
マ
マ
が
た
く
さ
ん
。
ス
イ
ー

ツ
や
新
鮮
野
菜
、
子
ど
も
の
思
い

出
制
作
な
ど
が
出
店
さ
れ
、
子
育

て
で
疲
れ
た
気
持
ち
も
吹
っ
飛
ん

で
し
ま
う
よ
う
な
楽
し
い
空
間
が

広
が
っ
て
い
ま
し
た
。

　

こ
の
日
は
、
活
動
23
年
目
の
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
う
さ
ぎ
の

ミ
ミ
さ
ん
の
お
話
会
も
あ
り
ま
し
た
。
マ
マ
が
優
し

く
お
子
さ
ん
と
お
話
の
か
け
合
い
を
し
、
親
子
で
楽

し
い
時
間
を
過
ご
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、
出
店

者
か
ら
も
、「
と
て
も
居
心
地
が
良
い
場
所
」
と
い
う

声
が
あ
が
っ
て
い
ま
し
た
。

　

Ｃチ

ア

ー

ズ

Ｈ
Ｅ
Ｅ
Ｒ
Ｓ 

Ｓス

テ

ー

シ

ョ

ン

Ｔ
Ａ
Ｔ
Ｉ
Ｏ
Ｎ
は
、
み
ん
な
が

心
地
良
く
過
ご
し
て
も
ら
い
た
い
と
い
う
思
い
が
あ
ふ

れ
た
場
所
で
す
。
来
た
人
は
、
誰
と
で
も
友
達
に
な
れ
、

元
気
が
も
ら
え
る
、ま
さ
に
こ
こ
は
『
子
育
て
の
パ
ワ
ー

ス
ポ
ッ
ト
』
で
す
。

＊ 

８
／
26(

土)

に
は

「
こ
こ
も
～
り
」

で
Ｃチ

ア

ー

ズ

Ｈ
Ｅ
Ｅ
Ｒ
Ｓ 

Ｓス

テ

ー

シ

ョ

ン

Ｔ
Ａ
Ｔ
Ｉ
Ｏ
Ｎ

で
大
人
気
の
手
作

り
市
が
開
催
。

畑
地
区
の
シ
ン
ボ
ル
〝
し
だ
れ
桜
〟

　

畑
地
区
に
は
、
樹
齢
４
０
０
年
と
も
言

わ
れ
る
市
の
天
然
記
念
物
〝
し
だ
れ
桜
〟

が
あ
り
ま
す
。
開
花
時
期
の
４
月
中
頃
に

な
る
と
近
隣
は
も
と
よ
り
、
県
内
外
か
ら

多
く
の
来
訪
者
が
あ
り
ま
す
。
今
年
は
、

６
１
５
１
人
の
方
が
訪
れ
ま
し
た
。
少
し

で
も
長
く
花
を
咲
か
せ
る
た
め
、
寄
進
箱

を
設
置
し
て
皆
様
の
ご
支
援
を
い
た
だ
き

な
が
ら
、
周
辺
整
備
を
は
じ
め
樹
木
医
に

よ
る
診
断
・
治
療
等
に
努
め
て
い
ま
す
。

今
後
も
こ
の
地
の
シ
ン
ボ
ル
と
し
て
大
切

に
守
っ
て
い
く
よ
う
、
畑
し
だ
れ
桜
保
存

会
と
協
力
・
連
携
し
て
次
世
代
へ
の
継
承

に
努
め
て
い
き
ま
す
。

異
世
代
交
流
で  

楽
し
い
ひ
と
と
き

　

２
０
１
６
年
の
春
に
完
成
し
た
『
田
代

交
流
館
』
を
活
用
し
、
地
域
の
皆
さ
ん
の

交
流
を
図
ろ
う
と
様
々
な
イ
ベ
ン
ト
を
企

画
・
開
催
し
て
い
ま
す
。

　

昨
年
度
は
地
域
内
に
あ
る
Ｍ
Ｉ
Ｈ
Ｏ

美
学
院
の
生
徒
さ
ん
の
協
力
を
い
た
だ
き
、

ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト
や
ク
リ
ス
マ
ス
会
を
開

催
し
ま
し
た
。
会
終
了
後
の
懇
親
会
で
は
、

娘
や
孫
世
代
の
生
徒
さ
ん
た
ち
と
の
交 

流
で
楽
し

い
ひ
と
と

き
を
過
ご

さ
れ
、
小

さ
い
子
ど

も
か
ら
ご

高
齢
の
方

ま
で
大
変

喜
ん
で
い

た
だ
き
ま

し
た
。

高
齢
者
も
意
欲
的
に
活
動

　

田
代
区
で
は
、
高
齢
者
福
祉
の
一
環
と

し
て
、
65
歳
以
上
限
定
の
「
う
ど
ん
道
場
」

「
そ
ば
道
場
」
を
開
講
し
、
約
20
人
の
方

が
初
め
て
の
体
験
に
意
欲
的
に
取
り
組
み

ま
し
た
。

　

ま
た
、
畑
区
で
毎
月
開
催
さ
れ
て
い
る

「
畑
い
き
い
き
サ
ロ
ン
」
で
は
、
千
羽
鶴

を
折
り
、
毎
年
８
月
に
平
和
の
祈
り
と
し

て
広
島
平
和
記
念
公
園
に
届
け
る
活
動
を

10
年
以
上
も
続
け
て
い
ま
す
。

　

今
後
も
地
域
の
未
来
づ
く
り
の
た
め
、

両
区
が
協
力
・
連
携
し
な
が
ら
課
題
解
決

に
向
け
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

▲うどん道場

▲クリスマス会

No.25

自
治
振
興
会
の

活
動
内
容
を

紹
介
し
て
い
ま
す

問合せ
信楽学区 自治振興会 田代・畑分会（信楽地域市民センター内）
TEL 82-1121　 FAX 82-3415

問合せ

担当 安達
（株）水口スポーツセンター Well･Be
水口町北内貴77　TEL 63-1200
Eメール　cheers.koka@gmail.com
ブログ　http://cheersstation.jugem.jp
facebook　http://www.facebook.com/CheersStation/

つ
な
が
り
・
楽
し
み
あ
ふ
れ
る
パ
ワ
ー
ス
ポ
ッ
ト　

子
育
て
応
援 
Ｃチ

ア

ー

ズ

Ｈ
Ｅ
Ｅ
Ｒ
Ｓ 
Ｓス

テ

ー

シ

ョ

ン

Ｔ
Ａ
Ｔ
Ｉ
Ｏ
Ｎ

　

５
人
の
子
育
て
真
っ
最
中
の
母
の
目
線
か
ら
、「
も
っ
と
早
く
か
ら
、こ
ん
な
に
楽
し
く
子
育
て
で
き
る
場
所
を
知
っ
て
お
き
た
か
っ
た
!!

」

と
実
感
し
、
１
人
で
も
多
く
の
皆
さ
ん
に
知
っ
て
い
た
だ
き
た
い
子
育
て
応
援 

Ｃチ

ア

ー

ズ

Ｈ
Ｅ
Ｅ
Ｒ
Ｓ 

Ｓス

テ

ー

シ

ョ

ン

Ｔ
Ａ
Ｔ
Ｉ
Ｏ
Ｎ
を
紹
介
し
ま
す
。

活
力
あ
る
郷
づ
く
り

信楽学区

自治振興会

田代・畑分会

　

信
楽
学
区
自
治
振
興
会
田
代
・
畑
分
会
は
、
田
代
区
と
畑
区
で
構
成
さ
れ
た

信
楽
学
区
で
一
番
小
さ
い
分
会
で
す
。

　

人
口
が
少
な
い
た
め
、
両
区
の
役
員
を
中
心
に
、
活
力
あ
る
郷
づ
く
り
を 

め
ざ
し
て
各
種
事
業
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

▲

チアーズショップがオープン

▲畑のしだれ桜
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▲うさぎのミミさんのお話会

▼ チアーズ  
スタッフ

勝井 麻有美
かつい まゆみ
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ひとり親家庭ふれあい交流事業　～ 子どもと一緒にリフレッシュ ～

　子どもたちと一緒に楽しみながら情報交換をしたり、悩み

を相談したりしながらリフレッシュしませんか？ぜひご参加くだ 

さい。

◎申込書は、児童扶養手当現況届に同封しています。また、

旧支所である土山、甲賀大原、甲南第一、信楽地域市民セ

ンター・各子育て支援センター・子育て政策課（水口庁舎２

階）に用意しています。

◎ 各コースの締切日までに、子育て政策課（TEL 69-2176）、ま

たは各子育て支援センターにお申し込みください。電話でも

申し込みできます。

※ いずれのコースも申し込み多数の場合は抽選にて参加者を決

定します。（結果は締切日以降に連絡します。）

コース 日時・定員
内　容

（※バス旅行：最少催行人数５組）
参加費 問い合わせ・申し込み先

A

日時： 9月3日（日）  

9：00 ～ 16：30

定員：20組

申込締切：8月18日（金）

● みえこどもの城へバス旅行 ●

　親子でドーム映画鑑賞やお楽しみ体験（ミステリーラ

ンド、クライミング、大型遊具コーナー）、みんなでゲー

ムを楽しみましょう。

持ち物： 昼食（おにぎり等）、おやつ、水筒、おしぼり、

ゴミ袋、帽子、雨具、ビニールシート

大人 500円

小学生以上 300円

小学生未満 無料 

子育て世代包括支援センター  

（甲賀子育て支援センター）  

TEL 70-0074　 

土山子育て支援センター  

TEL 66-0375

B

日時： 10月15日（日）  

9：45 ～ 15：00

定員：15組

申込締切：8月18日（金）

● 親子de陶芸体験 お皿や手型プレートなど自由に作ろう！ ●

　信楽焼で思い出に残る作品を作りませんか？陶芸家

の先生が丁寧に教えてくださいます。おにぎりやフラ

ンクフルト・みそ汁・ポップコーン作りなど楽しい企

画が盛りだくさん！　腹話術・手品も…　　

持ち物： 水筒・エプロン・着替え・汚れてもよい服装で

大人 300円

小学生以上 100円

小学生未満 無料 

信楽子育て支援センター  

TEL 82-2799

C

日時： 10月29日（日）  

9：00 ～ 16：00

定員：10組

申込締切：8月18日（金）

● キリン滋賀工場へバス旅行 ●

　午前中は、彦根市子どもセンターで楽しく遊びましょ

う。午後はキリン工場で、ペットボトルの紅茶ができあ

がるまでを見たり、いろいろな体験をしたりしましょう。

持ち物： 昼食（おにぎり等）、おやつ、水筒、おしぼり、

ごみ袋、帽子、雨具、 ビニールシート

大人 500円

小学生以上 300円

小学生未満 無料 

水口子育て支援センター  

TEL 65-5511

D

日時： 10月28日（土）  

9：30 ～ 11：30

定員：10組

申込締切：10月3日（火）

● おしゃべり交流会 ハロウィングッズ作り ●

　お互いに情報を交換しながら生活や就労のこと、子育

てのことなどお話しませんか。個別相談も実施します。

子どもさんと一緒でも、お一人での参加も可能です。

持ち物： 水筒

大人 100円

子ども 無料 

子育て世代包括支援センター  

（甲賀子育て支援センター）  

TEL 70-0074

E

日時： 11月11日（土）  

9：30 ～ 11：30

定員：10組

申込締切：10月11日（水）

● 個別相談会 ●

　日々の生活や子どもさんの進学にかかる費用また、養

育や教育などさまざまな悩みについて、専門員が解決に

向けてご家庭にあった助言や支援サービスの案内をしま

す。子どもさんと一緒でも、お一人での参加も可能です。

無料 
甲南子育て支援センター  

TEL 86-0949

おでかけ！

体験しよう！

おしゃべり

しよう！

相談会

問合せ
人権推進課 人権教育室　

TEL 70-0022　 FAX 70-3016

　市では、「人権尊重の都
ま

市
ち

」を宣言し、すべての市民の人権が

等しく尊重されるまちづくりを進めています。

　そのひとつとして、市民が交流し人権が学べる場となるよう、

第11回甲賀市人権教育研究大会を開催します。

　今年の大会は、「じんけんフェスタしが2017」と同日開催です。

ぜひご参加ください。

〇日時 ９月２日（土）10時～ 16時

〇場所 碧水ホール、あいこうか市民ホール

〇内容

●「甲賀市人権教育研究大会」 10時～ 11時45分

オープニング：水口高等学校吹奏楽部

講演：「正しく怖がるインターネット ～事例に学ぶ情報モラル～」

講師：小
お

木
ぎ

曽
そ

 健
けん

さん（GREE株式会社）　

●「じんけんフェスタしが2017」 10時～ 16時

講演：  「いのちを支える言葉、心を傷つける言葉  

 ～ネット社会の落とし穴～」

講師：柳
やなぎ

田
だ

 邦
くに

男
お

さん（ノンフィクション作家･評論家）

●その他　ぬり絵展、バルーンアートプレゼントコーナーなど

もっとゆたかに　〜豊かな人権文化の創造に向けて〜

問合せ
生活環境課 防犯交通対策係
TEL 69-2143　 FAX 63-4582

問合せ
甲賀広域行政組合消防本部 予防課
TEL 63-7932　 FAX 63-7940

組合ホームページ：http://www.koka-koiki.jp

地震に対する日頃の備えを

　国内では、毎年多くの地震が発生しています。６月は、長野県

で震度５強の地震が発生するなどいつどこで地震が起こるか分かり

ません。地震から命を守るため、次にあげることを日頃から心がけ、

いざという時に備えておきましょう。

◎家具が転倒しないよう固定

　地震では、倒れてきた家具の下敷きになり、大けがをされた方が

多くおられます。家具を壁に固定するなど転倒防止対策をしましょう。

◎食料や水などの備蓄、非常用持ち出し袋の備え

　水道などライフラインが止まった場合に備えて飲料水（１人１日当

たり３リットル）や非常食などを備蓄（３日分を目安）しましょう。

また、常備薬や毛布、懐中電灯、ラジオなどを非常用持ち出し袋に

入れておきましょう。

◎家族同士の安否の確認方法を事前に決める

　別々の場所にいるときに災害が発生した場合に備え、集合場所な

どを事前に話し合っておきましょう。

甲賀消防管内における各種災害の発生件数

飲酒運転はダメ

　飲酒運転は、死亡事故や重大事故につながる悪質

危険な犯罪行為です。

　市内でも飲酒運転が関係する悲惨な交通事故が多く

発生しています。

　交通ルールを多くの人が守っていても、1人が違反

すれば大きな事故につながります。

　「飲んだら乗らない・乗るなら飲まない」はもちろん、

「飲酒運転する者に

車両を貸さない。飲

酒している運転手の

車両に同乗しない。」

ようにしましょう。

市内における交通（人身）事故発生状況

本年 前年 増減数 ６月中

発生件数 129 件 130 件 ー1件 28 件

死者数 1人 6人 ー5人 0人

負傷者数 150 人 143 人 7人 18人

（平成29年6月末現在）

火災 救急 救助 その他

甲賀市 27件 1761 件 38 件 101 件

前年比 ー25 件 53 件 ー3件 ー10 件

（平成29年6月末現在）

いのち輝く未来のために

★TOPICS★

スタンプカードができました

　甲賀市人権教育研究大会や人権教育連続セミ

ナーにご参加いただ

きますと、１回につ

き１つスタンプを押

します。

　スタンプカードは

希望される方に講演

会場でお配りしてい

ますので、ご活用く

ださい。
おでかけ！

※参加費は、材料代などの実費分で、運送代は無料のため含まれません。

　

保
護
司
は
、
犯
罪
や
非
行
を
し
た
人
の
立
ち
直
り

を
地
域
で
支
え
る
民
間
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
、
市
内
で

34
人
の
方
が
法
務
大
臣
か
ら
委
嘱
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

民
間
人
の
柔
軟
性
と
地
域
に
通
じ
て
い
る
と
い
う

特
性
を
生
か
し
、
保
護
観
察
官
と
協
働
し
て
保
護

観
察
に
あ
た
り
ま
す
。

　

ま
た
、
刑
事
施
設
等
か
ら
社
会
復
帰
を
果
た
し

た
人
が
ス
ム
ー
ズ
に
社
会
生
活
を
営
め
る
よ
う
、

調
整
や
相
談
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

７
月
の「
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
」
で
は
、
推

進
委
員
会
の
一
員
と
し
て
犯
罪
や
非
行
の
な
い
明
る

い
社
会
の
実
現
に
向
け
て
市
内
各
所
で
街
頭
啓
発

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
　
　

 

社
会
福
祉
課 

福
祉
総
務
係 

 

　
　
　

 

TEL

６
９-

２
１
５
７　

FAX

６
３-

４
０
８
５

問合せ

▲市役所前での“社会を明るくする運動”の内閣総理大臣メッセージ伝達式

～保護司～地域福祉を支える甲賀のチカラ　
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夜
よ

空
ぞ ら

旅
た び と

人
（天体観望会）

催し

「夏の一等星と夏の星座」  

～ペルセウス座流星群～

■日時： ８月12日（土）  

19時30分～ 21時30分

■場所：かふか生涯学習館

■内容：木星、土星、海王星などの観望

■定員：先着20人

■申込方法：電話で下記まで

■申込締切：８月11日（金・祝）

※ 天候不良、申込者少数の場合は、中止

します。

　　　 かふか生涯学習館  

　　　 TEL 88-4100　 FAX 88-5055
問合せ
申込み

～血液が不足しています～
献血にご協力ください

募集

■ 日時・場所：①８月15日（火）９時30分

～ 11時30分 甲賀保健センター ②８

月15日（火）13時30分～ 15時30分 土

山開発センター

■内容： 400ml献血

■持ち物： 免許証や保険証など、本人確

認できるもの

※申込不要

　　　 健康医療政策課 健康医療政策係  

　　　 TEL 69-2171　 FAX 63-4085 

　　　 滋賀県赤十字血液センター  

　　　 TEL 077-564-6311

問合せ

シニア世代の
就労支援セミナー

催し

■日時： ８月30日（水）14時～ 16時

■場所： 甲賀合同庁舎１階会議室  

（水口町水口6200）

■内容： 応募書類の作成や面接方法など

求職活動のポイントを学べます。

■対象： 概ね45歳以上の方

■定員： 20人（要申込）

■申込方法： 電話・FAX・Ｅメールで下

記まで

■申込締切： ８月29日（火）

■主催：滋賀県・滋賀労働局

　　　 シニアジョブステーション滋賀  

　　　 TEL 077-521-5421  

　　　 FAX 077-521-5455  

　　　 Eメール s-job@bird.ocn.ne.jp 

問合せ
申込み

夏の日の響演
～クラリネットと  
弦楽器の調べ～

催し

■日時： ８月26日（土）  

14時開演（13時30分開場）

■場所： 森林文化ホール

■内容： 信楽町在住で関西フィルハーモ

ニー管弦楽団所属のバイオリニ

スト　藤
ふじ

原
わら

利
り

佳
か

さんを中心に、ク

ラリネットと弦楽が奏でる和みの

ひとときをお楽しみください。

■出演者： バイオリン…藤原利佳  

ヴィオラ…松
まつ

田
だ

美
み

奈
な

子
こ

、  

クラリネット…松
まつ

田
だ

学
まなぶ

■プログラム： 愛の挨拶（エルガー）、クラ

リネット・ポルカ（ポーラン

ド民謡）ほか

■入場料： 500円  

※小学生以上有料・全席自由

■プレイガイド： あいの土山文化ホール  

あいこうか市民ホール  

忍の里プララ

　　　 あいの土山文化ホール（月曜休館）  

　　　 TEL 66-1602　 FAX 66-1603
問合せ
申込み

福祉セミナー  
～学ぼう就労支援システム～

催し

■日時： ８月26日（土）  

13時15分～16時（受付13時～）

■場所： かふか生涯学習館２階

■内容： 1.セミナー  

「悩める若者の将来の自律に向けて」  

講師： 辻
つじ

 勝
かつ

司
し

氏  

（学校法人関西福祉学園

働き教育センター理事長） 

　　　　2.パネルディスカッション

■参加費： 無料（申込不要）

　　　 こころ はなまる  

　　　 （発達障がい児等を持つ親の会）  

　　　 NPO法人サポートハウス「ほほえみ」  

　　　 TEL / FAX 86-7443  

　　　 Eメール npo-hohoemi＠ac-koka.jp

問合せ

第４回  
ビブリオバトル in Koka

催し

■日時： ８月20日（日）14時～ 16時

■場所： 水口図書館　２階資料室

■ 内容：出場者がおすすめの本を紹介し、

参加者の投票でチャンプ本を決定する

「知的書評合戦」です。詳しくは、市図

書館ホームページまたは、各図書館に

設置のポスター・チラシをご覧ください。

■対象： 出場者：中学生以上  

参加者：どなたでも

■定員： 出場者10人　参加者40人

■申込方法： 各図書館のカウンターまた

は電話

■申込締切： 出場者：８月19日（土）  

参加者：開催直前まで

　　　 水口図書館  

　　　 （木・金・第３水曜日休館）  

　　　 TEL 63-7400　 FAX 63-4737

問合せ
申込み

平成２９年度  
甲賀市戦没者追悼式

催し

■日時： ８月20日（日）  

14時開式（受付開始13時30分）

■場所： あいこうか市民ホール

■内容： 国歌斉唱・黙祷・慰霊のことば・

追悼の辞・献花・作文朗読

※ 当日会場で受付します。多くの方のご参

列をお待ちしています。

　　　 社会福祉課  

　　　 TEL 69-2157　 FAX 63-4085
問合せ

■日時： ９月３日（日）  

９時～ 12時（受付８時30分～）

■場所： 水口消防署

■内容： 成人を対象とした心肺蘇生法、

ＡＥＤの使用方法など

■対象： 市内在住または在勤の方

■定員： 先着30人（定員になり次第締切り）

■参加費： 無料

■申込方法： 下記に直接来署または電話

■申込期間： ８月１日（火）～ 25日（金）

　　　 水口消防署 救急係  

　　　 TEL 63-1119　 FAX 63-7941
問合せ
申込み

普通救命講習Ⅰ受講者
～水口消防署～

募集

■日程： ９月６日（水） ～ 11月８日（水）  
（全10回）

■場所： ピアザ淡海　滋賀県立県民交流
センター 303会議室

■定員： 約30人　　　　　

■募集締切： ８月31日（木）

■資料代： 全コース 15,000円  
1日コース 2,000円  
※賛助会員割引制度あり   

■対象： 支援活動員をめざす方、相談支
援活動について学びたい方、「聴
き上手」になりたい方   など

■ 応募方法：申込書あり ※ホームページ
（http://ovsc.life.coocan.jp/）参照ま
たは電話で問い合わせ

　　　 おうみ犯罪被害者支援センター  
　　　 TEL / FAX 077-527-5310

問合せ
申込み

第18期犯罪被害者  
支援活動員養成講座

募集

■採用職種・人数： 一般行政職 １人程度 

消防吏員 ４人程度

■対象： 平成４年４月２日から平成12年

４月１日までに生まれた方

■受付締切： ８月10日(木)

■ 第１次試験：９月17日(日)

■採用予定日： 平成30年４月１日

　　　 甲賀広域行政組合 総務課  

　　　 TEL 62-0056　 FAX 63-0886

　　　  甲賀広域行政組合消防本部  

消防総務課  
TEL 63-7930　 FAX 63-7940

問合せ
申込み

甲賀広域行政組合職員 募集

■日時： ９月15日（金）13時20分～ 16時
30分（受付13時～）

■場所： 信楽中央公民館

■内容： 心肺停止時の救命処置

■定員： 20人

■対象： 市内在住または在勤の方

■参加費： 無料

■申込方法： 下記に直接来署または電話

■申込締切： ８月31日（木）

※甲賀広域防火保安協会第４支部と合
同で実施

　　　 信楽消防署 救急係  
　　　 TEL 82-0119　 FAX 82-3977

問合せ
申込み

普通救命講習Ⅰ受講者
～信楽消防署～

募集

■日時： 原則、毎週金・土曜日   
13時30分～ 15時30分

■場所： 生活支援センター あかつき  
（水口町暁３-44）

■内容： ワード・エクセル・メール・イン
ターネットの基本操作

■対象： 市内に在住で障がいのある方

■参加費： 無料

■申込方法： 電話で下記まで

　　　 生活支援センターあかつき  
　　　 担当 川渕  
　　　 TEL 65-4641　 FAX 65-4642

問合せ
申込み

障がいのある方の
パソコン教室

募集

　滋賀県警察本部では警察官を募集して

います。

■第1次試験： 9月17日（日）

■試験会場： 立命館大学びわこ・くさつ

キャンパス

　詳しくは、滋賀県警察のホームページ

（http://www.pref.shiga.lg.jp/police/

saiyou/）をご確認ください。

　　　 滋賀県警察本部 採用係  
　　　 フリーダイヤル  
　　　 TEL 0120-204-314  
　　　 （フレッシュ・サイヨー）

問合せ
申込み

■受付期間： 8月1日（火）～ 31日（木）

　※ インターネットでの申し込みは８月28日

（月）17時まで

■採用予定日： 平成30年4月1日

　※ 男性Aについては平成30年10月1日

の採用となることがあります。

第2回滋賀県警察官　採用試験 募集

■試験区分および採用予定人員

A区分
男性A（大卒程度）12人 昭和62年4月2日以降に生まれた男女で、四年制大学を

卒業または平成30年3月31日までに卒業見込みの人女性A（大卒程度） 3人

B区分
男性B（高卒程度）12人 昭和62年4月2日から平成12年4月1日までに生まれた

男女で、上記A区分に該当しない人女性B（高卒程度） 5人

　「高額療養費制度」とは、ひと月に支払った医療費が高額になり、決められた上限額を超えた場合に、上限額を超えてお支払いいた
だいた分を払い戻す制度です。  
　８月から、70歳以上の方の自己負担限度額が、次のとおり変わります。

　　　 国民健康保険にご加入の方 

　　　 保険年金課 国保年金係  
　　　 TEL 69-2140　 FAX 63-4618

問合せ
※ 社会保険等をお持ちの方はご加入の医療保険者

へお問い合わせください。
後期高齢者医療制度にご加入の方

保険年金課 後期高齢者医療係  
TEL 69-2142　 FAX 63-4618

８月から７０歳以上の皆さんの高額療養費の上限額が変わります お知らせ

※１  世帯収入の合計額が520万円未満（1人世帯の場合は383万円未満）の場合や、「旧ただし書所得」の合計額が210万円以下の場合も含みます。

※2  過去12カ月以内に3回以上、上限額に達した場合は、4回目から「多数回」該当となり、上限額が下がります。

７月まで

適用区分 外来（個人ごと） 外来＋入院（世帯ごと）

現
役
並
み

課税所得

145万以上の方
44,400円

80,100円＋ 
（医療費ー 267,000円）×1％ 

〈多数回 44,400円 ※2〉

一
般

課税所得  
145万未満の方（※1）

12,000円 44,400円

低
所
得
者

Ⅱ 住民税非課税世帯

8,000円

24,600円

Ⅰ 住民税非課税世帯
（年金収入80万円以下など）

15,000円

８月から

外来（個人ごと） 外来＋入院（世帯ごと）

57,600円
80,100円＋ 

（医療費ー 267,000円）×1％ 
〈多数回 44,400円 ※2〉

14,000円 

〔    年間上限    〕 
14万4,000円

57,600円 
〈多数回 44,400円 ※2〉

8,000円

24,600円

15,000円



病院・施設お迎え　もしも・・・の時に

甲賀斎苑ご利用でのご葬儀

　　　　　　　自宅ご葬儀も承ります

かふか（甲南・甲賀）セレモニーホール

（株）水口福祉社 TEL62-3055

本社　甲賀市水口町高塚8-1　FAX 62-3127

あいこうか薬局

自分らしく 健康長寿

甲賀市水口町松尾830-2　☎0748-65-6636
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　し尿くみとり収集業者のお

盆休みは、右記のとおりです。

お盆までにくみとりを希望さ

れる方は、右記申込期限まで

に各収集業者まで連絡をお願

いします。  

　また、粗大ごみの回収につ

いても、収集業者が休みとな

りますので、ご注意ください。

　　　 生活環境課   

　　　 廃棄物対策係  

　　　 TEL 69-2145　  

　　　 FAX 63-4582

問合せ

業者
お盆までの臨時

申込期限日
お盆休み くみとり作業地域

粗大ごみ

回収地域

水口テクノス

（ TEL 62-1959）
8/4（金）

8/11
（金・祝） 

～ 
8/15（火）

水口町 全域

水口町

信楽町信楽町
長野

北新町 北出町 問屋町 陶生町 広芝町 東二本丸町

上二本丸町 新二本丸町 みのりが丘町 大窯町 福島町 辻町

中町 馬場町 本町 中出町 元町 末広町

焼屋町 旭町 ハイランド町 つくしが丘町

江田　神山　田代　畑

日映日野

（ TEL 0748-

53-3941）

8/7（月）

8/11
（金・祝）

～
8/15（火）

土山町 大野学区
甲南町

甲賀町
甲賀町 大原学区（相模、大原市場を除く）　油日学区　佐山学区

甲南町 全域

ヒロセ

（ TEL 0748-

52-0943）

8/4（金）

8/11
（金・祝）

～
8/15（火）

土山町 鮎河学区　山内学区　土山学区

土山町

甲賀町 相模　大原市場

信楽町
長野

愛宕町 材木町 大正町 新町 松尾町 南松尾町

栄町

小原地区　多羅尾地区　雲井地区　朝宮地区

お盆休みのし尿くみとり お知らせ

　　　 すこやか支援課　TEL 69-2167　 FAX 63-4085問合せ

　高齢者が、住み慣れた地域で安心して暮らしていけるよう地
域包括支援センターが行う総合相談が26の介護保険事業所で
も受けられます。

　高齢者の介護や日頃の生活でお困りのことなど、お気軽にご
相談ください。

事業所名 事業所住所 事業所電話番号

水口

ＮＰＯみなくちデイサービスセンター 水口町京町7番5号
TEL 62-2880

ＮＰＯ水口ケアプランセンター 水口町京町7番5号

ＮＰＯみなくちデイサービスセンター・サテライトなごみ 水口町高塚2番36号 TEL 63-5194

がんばるステーション 水口町南林口17番地 TEL 62-0263

甲賀ケアプランセンター 水口町宇川25番地
TEL 63-6080

甲賀市デイサービスセンター 水口町宇川25番地

特別養護老人ホーム　レーベンはとがひら 水口町水口6837番地5 TEL 65-0066

特別養護老人ホーム　樹の郷 水口町山3309番地 TEL 63-2900

花いちご 水口町北泉二丁目71番地 TEL 63-1161

ＪＡゆうハート　つない手 水口町新城520番地 TEL 63-4425

特別養護老人ホーム兆生園 水口町今郷1032番地25 TEL 63-1784

介護用品のみわ 水口町八坂7－2 TEL 62-0300

介護老人保健施設　スキナヴィラ水口 水口町本町二丁目2－43 TEL 62-1281

介護老人保健施設　スキナビィラ甲賀 水口町新町一丁目1－13 TEL 62-1411

土山 リハプライド　甲賀 土山町南土山甲283番地 TEL 66-0247

甲賀

デイサービスセンターささえ愛 甲賀町田堵野516番地1 TEL 88-5115

かふかの里デイサービスセンター 甲賀町大原中1161
TEL 88-8177

高齢者グループホームかふかの里 甲賀町大原中1161

甲南

ひなたぼっこ居宅介護支援事業所 甲南町葛木397番地 TEL 76-2836

懐かし処　いろり家 甲南町野尻434番地 TEL 86-4165

小規模多機能型居宅介護　むすん手 甲南町杉谷108番地2 TEL 86-7004

特別養護老人ホーム　せせらぎ苑 甲南町葛木855番地 TEL 86-1021

竹内整形外科ケアプランセンター心地 甲南町野尻77－1 TEL 86-1330

信楽

ＮＰＯしがらきデイセンター 信楽町江田66－4 TEL 64-1021

特別養護老人ホーム　信楽荘 信楽町牧1159番地 TEL 83-1313

有限会社　デイサービスひまわりの家事業所 信楽町長野1437番地70 TEL 83-1124

介護保険事業所でも高齢者に関する相談が受けられます 相談

出張ハローワーク！
ひとり親全力サポート
キャンペーン

お知らせ

　市役所水口庁舎・甲南庁舎に臨時窓口
を設置しますので、普段は忙しくてハロー
ワークに行くことができないお父さん、お
母さん、児童扶養手当現況届の提出の際
に、ぜひお越しください。

■開催日／場所：  

　８月４日（金）／水口庁舎２階相談室  
　８月21日（月）／甲南庁舎１階相談室

■時間：９時～ 12時　※申込不要

　　　 ハローワーク甲賀  

　　　 TEL 62-0651　 FAX 63-1825
問合せ

出張消費生活相談 相談

　インターネットの普及により新しい詐欺
や悪徳商法、多重債務、架空請求などの
消費者問題の相談に応じます。

■日時：８月18日（金）13時30分～ 16時

■場所：信楽開発センター　

■対応者：消費生活相談員

※申込不要

　　　 生活環境課 消費生活センター  

　　　 TEL 69-2147　 FAX 63-4582
問合せ

児童扶養手当現況届・特別児童扶養手当
所得状況届の提出をお忘れなく

お知らせ

　児童扶養手当・特別児童扶養手当を受

給している方（所得制限により支給停止の

方も含みます）は、毎年８月に現況届の提

出が必要です。提出されないと、８月分以

降の手当が受けられません。忘れずにご提

出ください。

【児童扶養手当現況届】

　この届は受給資格の有無、前年の所得状

況や児童の監護状態を確認するものです。

※ 聞き取りをするため、必ず受給者本人

が提出に来てください。

■提出期間： ８月１日（火）～ 31日（木）

【特別児童扶養手当所得状況届】

　この届は前年の所得状況や児童の監護

状態を確認するものです。

■提出期間： ８月10日（木）～９月11日（月）

■ 提出場所：子育て政策課（水口庁舎２

階）・旧支所である土山、甲賀大原、甲

南第一、信楽地域市民センター

　　　 子育て政策課 子育て政策係  

　　　 TEL 69-2176　 FAX 69-2298
問合せ

野外焼却は禁止されています！ お知らせ

　家庭から出る可燃ごみは自分で燃やさず、燃えるごみの日に集
積所に出すか、甲賀広域行政組合衛生センターへ直接持ち込ん
で処理してください。  
　野外焼却は、廃棄物の処理および清掃に関する法律により禁
止されており、違反者に対しては罰則（５年以下の懲役もしくは
１千万以下の罰金、またはこの併科）が設けられています。  
　生活環境の保全のためにも、野外焼却を行わないようにお願いします。

　　　 
生活環境課 廃棄物対策係   TEL 69-2145   FAX 63-4582問合せ

法定相続証明制度を開始 お知らせ

　相続登記を促進するため、本年５月29日から、金融機関等などの各種相続手続に利
用することができる法定相続情報証明制度（発行手数料無料）が始まりました。
　詳しくは、下記ホームページをご覧ください。

http://houmukyoku.moj.go.jp/otsu/index.html

　また、「未来につなぐ相続登記」推進プロジェクトにおいては県下各地で無料相談会を
開催しています。

大津地方法務局＆滋賀県司法書士会（ TEL 077-525-1093）

　　　 
大津地方法務局 甲賀支局　TEL 62-0259問合せ



※ご視聴にはあいコムこうか光テレビ11チャンネルの有料契約が必要となります。

あいコムこうか
光テレビ

【1日8回放送】10時・13時・15時30分・17時・18時30分・

20時30分・22時・23時30分

市政情報や地域の催しなどを放映しています。

ぜひご覧ください。

※番組は、毎週土・水曜日18時30分に更新しています。

　都合により番組内容を変更する場合があります。

　　　  広報課 TEL 69-2101 FAX  63-4619

行政情報番組「きらめきこうか」

小学生を対象にした学習情報番組を、

あいコムこうか11チャンネルで放送しています。

各学年・教科のポイントを、わかりやすく

10分ずつまとめています。ぜひご覧ください。

時間／ 17時30分〜 18時（30分）

 （再放送19時30分〜 20時）

　　　  学校教育課 TEL 86-8020  FAX  86-8380

学習情報番組

「とびだせ ! わくわく学習室」
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等
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師
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頼
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ー
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に
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に
つ
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て
は
、
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住
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の
地
域
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ポ
ー
ツ
推
進
委
員
ま
た
は
左
記

ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
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問合せ

山
内
ふ
る
さ
と
絵
屏
風
と

明
治
の
古
地
図

放送日 ７月３１日～８月６日 ８月７日～８月１３日 ８月１４日～８月２０日

①

10 分

６年生・算数④

比例と反比例

５年生・国語③

心に残る一冊を

友達にすすめよう！

２年生・算数③

1000 より大きい数

②

10 分

１年生・国語③

としょしつへいこう！

１年生・算数④

ずをつかって 

かんがえよう

３年生・国語③

町の図書館へ行こう！

③

10 分

４年生・算数④

直方体と立方体

４年生・国語③

本を使って調べよう

５年生・算数④

四角形と三角形の面積

７月29日〜８月５日 ８月５日〜８月12日

とびだせ！

ワクワク放送室
柏木小学校 伴谷東小学校

エンディング
伴谷保育園

きりんぐみ

伴谷保育園

ほしぐみ

問合せ

問合せ

　

こ
の
ほ
ど
山
内
地
域
の
黒
川
・
山
中
・

猪
鼻
の
３
地
区
の「
山
内
ふ
る
さ
と
絵
屏

風
」
が
完
成
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
地
域
に

暮
ら
す
人
々
の
生
活
体
験
に
関
す
る
記
憶

を
も
と
に
、
豊
か
な
自
然
の
中
で
暮
ら
し

て
き
た
先
人
の
知
恵
や
工
夫
に
学
び
、
地

域
の
記
憶
を
形
に
し
て
未
来
へ
つ
な
げ
る

取
り
組
み
で
、
山
内
エ
コ
ク
ラ
ブ
の
活
動

の
一
環
と
し
て
行
わ
れ
た
も
の
で
す
。

　

「
絵
屏
風
」
に
は
高
度
経
済
成
長
期
以

前
の
暮
ら
し
が
、
住
民
の
記
憶
に
基
づ

い
て
描
き
起
こ
さ
れ
て
い
ま
す
。
制
作

に
は
地
域
の
高
齢
者
へ
の
聞
き
取
り
調

査
も
繰
り
返
さ
れ
、
地
元
の
方
は
も
ち

ろ
ん
、
他
所
か
ら
訪
れ
た
高
校
・
大
学

生
も
絵
筆
を
取
る
な
ど
幅
広
い
世
代
が

参
加
し
ま
し
た
。

　

絵
屏
風
の
描
く
内
容
は
ふ
る
さ
と
へ
の

思
い
に
あ
ふ
れ
て
い
ま
す
。
年
上
の
子
が

年
下
の
子
の
面
倒
を
見
た
こ
と
、
カ
ヤ
ぶ

き
の
手
伝
い
合
い
を
し
た
こ
と
、
川
を
せ

き
止
め
て
泳
い
だ
こ
と
、
サ
サ
ユ
リ
の
咲

き
誇
る
風
景
な
ど
、
人
と
人
の
豊
か
な
つ

な
が
り
や
人
が
自
然
と
と
も
に
暮
ら
し
て

き
た
こ
と
を
再
認
識
さ
せ
る
も
の
と
な
っ

て
お
り
、
地
域
回
想
や
観
光
な
ど
、
今
後
さ

ま
ざ
ま
な
活
用
が
期
待
で
き
る
で
し
ょ
う
。

　

現
在
、
土
山
歴
史
民
俗
資
料
館
で
は
、

こ
れ
ら
の
絵
屏
風
と
そ
の
制
作
活
動
を

通
し
て
見
い
だ
さ
れ
た
「
地ち

券け
ん

取と
り

調
し
ら
べ

絵え

図ず

」
（
明
治
初
期
に
行
わ
れ
た
地
租
改
正

の
た
め
の
絵
図
で
土
地
の
形
状
や
広
さ
、

道
路
な
ど
が
詳
細
に
描
か
れ
る
）
な
ど
の

古
地
図
を
紹
介
し
た
企
画
展
を
開
催
中

で
す
。
ど
う
ぞ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

土
山
歴
史
民
俗
資
料
館
夏
季
企
画
展

「
山
内
ふ
る
さ
と
絵
屏
風
と
古
地
図
展

─
黒
川
・
山
中
・
猪
鼻
編
─
」開
催
中

■
期
間
：
10
月
1
日
（
日
）
ま
で

■
開
館
時
間
：
10
時
〜
17
時

※
月
・
火
休
館
、
入
館
無
料

記
念
講
演
会 

 
「
過
去
を
育
て
て
未
来
を
つ
く
る  

―
ふ
る
さ
と
絵
屏
風
で
ま
ち
づ
く
り
―
」

■
日
時
：
9
月
2
日
（
土
）
13
時
30
分
〜

■
会
場
：
あ
い
の
土
山
文
化
ホ
ー
ル

■
講
師
： 

上う
え

田だ

洋よ
う

平へ
い

氏
（
滋
賀
県
立
大
学

地
域
共
生
セ
ン
タ
ー
助
教
）

※
申
込
不
要
・
参
加
費
無
料

▲ 牛の売買をする博労（ばくろう）に引かれる牛の

行列。亀山から水口方面までぞろぞろと続くさ

まは、旧東海道ならではの風景。  

〔山内ふるさと絵屏風　山中より（部分）〕

問合せ
土山歴史民俗資料館  

TEL 66-1056　 FAX 66-1067

　

筋
肉
を
伸
ば
す
こ
と
で
血
行

が
良
く
な
り
、
体
の
む
く
み
や

疲
労
回
復
に
効
果
の
あ
る
タ
オ

ル
体
操
を
紹
介
し
ま
す
。

　

身
体
が
固
い
と
感
じ
る
人

も
、
タ
オ
ル
を
使
っ
て
、
簡
単

に
身
体
を
伸
ば
す
こ
と
が
で
き

ま
す
。

　

い
ず
れ
も
自
然
な
呼
吸
で

ゆ
っ
く
り
と
伸
ば
し
、
気
持
ち

良
い
と
感
じ
る
と
こ
ろ
で
10
秒

程
度
キ
ー
プ
し
て
く
だ
さ
い
。

朝
起
き
て
す
ぐ
や
、
寝
る
前
、

仕
事
や
家
事
の
合
間
に
１
日 

２
回
を
目
安
に
行
う
と
効
果
的

で
す
。

❶
タ
オ
ル
で
バ
ン
ザ
イ
！

～
ど
こ
で
も
タ
オ
ル
一
本
健
康
体
操
！
～



「広報こうか」がホームページでも
ご覧いただけます
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Facebook

問い合わせ　市民課　戸籍住民係　TEL.69-2138 FAX.65-6338

　毎週火曜日は市民課および旧支所である土山、甲賀大原、甲南第一、信楽地域市民センターで、戸籍・住民票・

税関係などの証明書発行等を夜の７時まで延長しています。

※ ただし、延長窓口ではお受けできない業務がありますので、対応できる内容については下記までお問い合わせください。

8月の延長窓口は
1日、8日、15日、22日、29日です。

業務時間／8時30分～17時15分

　　　　（窓口延長日を除く）

こうかギャラリーこうかギャラリーこうかギャラリーこうかギャラリーこうかギャラリー
市内の保育園・幼稚園・小中学校の児童や生徒の

作品を順次紹介していきます。

●総数　 91,425(-45)人

●男　　 45,437(-42)人

●女　　 45,988(-03)人

●世帯数 34,786(-18)世帯

※(　)内は前月比

甲賀市の人口の推移
H29.06.30現在

「きれいな かたつむり」
多羅尾小学校　1年

福西 和香さん

ふくにし のどか

8月１日号8月１日号

「ラーメンやさん」
小原小学校　2年

大北 慎久さん

おおきた のりひさ

⬆
　「ぼくの学校」
朝宮小学校　6年

相楽 太朗さん

さがら たろう

⬆

⬆

　　　 商工労政課 商工業振興係　　TEL 69-2187　 FAX 63-4087

　　　 観光企画推進課 観光振興係　TEL 69-2190　 FAX 63-4087
問合せ

日本遺産 甲賀市の可能性
～ オール甲賀で考える 観光ビジネス ～

日本遺産認定記念 観光ビジネス・キックオフシンポジウム

8 17木

19：00〜21：00（開場 １８：３０）

場所：あいこうか市民ホール

第１部　基調講演　19：00～19：30

二
に

之
の

湯
ゆ

 武
たけ

史
し

 氏 （日本食文化普及推進議員連盟事務局長）

～日本遺産による地域活性化～

二
に

之
の

湯
ゆ

 武
たけ

史
し

 氏

（日本食文化普及

推進議員連盟事務

局長）

金
きん

野
の

 幸
ゆき

雄
お

 氏

（一般社団法人

ノオト代表理事）

民泊、空き家活

用と地域再生

他
た

力
りき

野
の

 淳
じゅん

 氏

（バリューマネジメント

株式会社代表取締役）

空き家の観光活用 歴史

的遺産（建造物）の利活用

畑
はた

中
なか

 英
えい

二
じ

 氏

（京都市立芸術  

大学准教授）  

信楽焼・忍者  

の研究

第２部　シンポジウム　19：30～21：00
岩永 裕貴 （甲賀市長）

コーディネーター

甲賀市には、まだ知られていない貴重な歴史や文化が多くあります。

日本遺産に認定された歴史的資源もその１つです。

また、日々の営みの中に、思いがけないビジネスチャンスが

あるかもしれません。今年が、甲賀市の「観光ビジネス元年」です。


